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背景
釧路市立博物館植物収蔵庫には、1923～28年に採

集されたと考えられる植物標本群が未整理のまま保

管されている（写真1）。これらの標本は30年ほど

前に寄贈されたものであるが、採集者は不明である

（前任者からの情報）。200点を超える標本の大半は

採集年月日、採集地が標本紙等に書かれており、標

本の状態も比較的良好である（写真2）。標本の採集

地は、春採、別保、鳥取、阿寒など釧路地方の地名

が書かれているほか（写真3）、円山、北大植物園な

ど札幌で採集されたものも含まれる。

釧路市立博物館の前身である釧路市立郷土博物館

が開館したのは1936年で、これらの標本の採集年は

それよりも前である。これらの標本の採集者は不明

であるが、分類群や採集地で整理されており、また

英語の日付が書かれ、学名が記された標本もあるこ

とから、ある程度学識のある人によって、何らかの

学術調査の際に採集されたものであることが推察さ

れる。

そこで、これらの標本群の標本情報を整理して実

態を解明すると共に、道内外の植物標本庫（主に北

海道大学）において同日・同場所で採集された標本

の有無を調査し、大学等の調査の一環（あるいは補

助）として採集されたものであるか否かを検討し

た。

調査内容
標本群の全容を解明するため、植物標本をリスト

にし、未同定を含む全ての標本を同定した。標本を

はさんでいる新聞紙（標本紙）の特徴についても把

握した。

このリストを基に、戦前の北海道内産植物標本が

多く収められている北海道大学総合博物館陸上植物

標本庫（SAPS）で調査を行なった。標本調査は、リ

スト掲載種のほか、釧路地方でよく見られる植物種

についても行なった。

写真１． 釧路市立博物館に収蔵されていた未整理植物標本の束

結果と考察
標本群の特徴
標本の採集場所、採集日、植物名、重複標本数を

表1に示す。

これらの標本には、(1) 標本採集地・採集日が

偏っている、(2) 阿寒〜雄別ではスゲやシダを集中

的に採集し、同じ植物を重複して何枚も採集してい

る。また、採集する分類群にやや偏りが見られ、採

集者が植物に詳しいことが推察される、(3) 鳥取泥

炭地、鳥取川など現在は自然環境が失われた場所で

採られたものがある、といった特徴があった。

標本の状態は良く、ほとんどの標本が種まで同定

できた。中にはイヌイトモ（CR）、イトナルコス

ゲ、（VU）、チシマミズハコベ（VU）といったレッ

ドリスト記載種もあったが、その採集地とされる

「鳥取川」「鳥取泥炭地」は当時と環境が激変して

おり、現在生育地は失われていると考えられる。ま

た、1926年8月に採集された標本群に、阿寒湖畔で採

集されたチャガヤツリとヌマガヤツリがあることが

同定の結果分かったが、これら2種は1988〜91年に

阿寒湖畔の前田一歩園所有山林で行われた植物相調

査（財団法人前田一歩園財団1992）で阿寒国立公園
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写真２．ツリフネソウの標本　1925 年 8 月 27 日　別保．
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における初確認とされた種であった。つまり、1990

年前後の調査よりも60年以上前に、既にこれらの種

が採集されていたことが分かった。

植物標本をはさんだ新聞紙（標本紙）は大半が萬

朝報という全国紙で（写真4）、北海タイムス、釧路

新聞（現在の北海道新聞の前身）、小樽新聞といっ

た地元紙（写真5）は30点ほどであった。以前、著者

が北海道大学総合博物館の植物標本整理に携わった

際、北海道や千島、樺太（サハリン）で採集された

未整理標本は地元紙にはさまれていることが多く、

標本の大半が全国紙にはさまれているということに

違和感を覚えた。道外の新聞はほかに、東京朝日新

聞、大阪毎日新聞、報知新聞、日本があった。

この標本群は、採集日・採集場所が同じものが多

いことから、採集者が釧路地方に住んでいて春から

秋にかけての植物の季節にまんべんなく採集してい

るのではなく、他所から旅行などで来釧した際にま

とめて植物を採集したという印象を受ける。標本を

はさんでいる新聞紙も、釧路新聞、北海タイムスな

どの地方紙は少なく、萬朝報という全国紙がほとん

どであることから、採集者が釧路以外あるいは北海

道以外在住であることが推察される。

北海道大学総合博物館標本庫調査の結果
リスト掲載種及び釧路地方でよく見られる植物

種の釧路地方産標本を調べた結果、調査対象の標

本群と同日・同場所で採集された標本は存在しな

かった。1920年代に釧路地方で採集された標本は、

多くが北海道帝国大学の宮部金吾、舘脇操、秋山

茂雄、伊藤誠哉によって採集されていたが、一部
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写真３．標本紙などに書かれた採集情報．
　A　 一九二五 . 七 . 二二　クシロハルトリ
　B　 1925 8.21　コトニ
　C　 19250817　オタノシケ
　D　 Aug.29. 1926　クッチャロ 
　E　 B.G.　Aug 22, 25 
　F　 Aug 14 1926　阿寒湖滝口
　G　 Aug 15 1926　Mt.Oakan
　H　 1927 6.19　鳥取泥炭地



52

Hiratsuka、照井陸奥夫によって採集されたものも

あった。釧路市立博物館の1920年代標本と同じ日に

近い場所で採られた標本もあったが、関連はないも

のと考えられた。

SAPSに収蔵されている1880年代～1920年代にかけ

て釧路地方で採られた標本は、以下の3名の北海道

大学（札幌農学校・北海道帝国大学）関係者ものが

あった。

宮部金吾（1880年代、1910年代：道東～千島の植物

調査）

川上瀧彌（1897年：釧路～阿寒湖周辺の植物調査）

舘脇操（1920年代道東の植物調査）

なお、宮部金吾による1880年代の調査は、植物園

開園に向けた調査であり（高橋・加藤2007）、1897

年の川上瀧彌による調査は雌阿寒岳の気象観測補助

の際に行われたもので（北海道殖民部農商課1898, 

川上1897, 1898）、この調査の際に阿寒湖でマリモ

を発見している｡

その他に上記以外の採集者として下記5名の名前が

あった。

小花和太郎（1885年雪裡）

伊東祐史［祐夫？］（1885～95年：雪裡）

中村守一（1886～89年：厚岸～尺別）

橋本広五郎［厷丑郎？］（1889～90年：アトサヌプ

リ、厚岸）

西川冠次郎（1913～14年：釧路）

なお、自然史標本情報検索（S-Net）でも、当

館所蔵の標本群の重複標本は見つからなかった

（http://science-net.kahaku.go.jp、2017年1月

12日参照）。

今後の展開
釧路市立博物館にある1920年代採集標本群の採集

者の特定は難しいことが推測されるが、これらの標

本群は100年近く前の釧路の植物相・植生を知る手

がかりとなることから、新聞紙とあわせて整理を進

め、資料報告や博物館での展示などで活用していく

予定である。
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写真４．標本紙に使われていた萬朝報
大正 14 年（1925 年）12 月 10 日　萬朝報夕刊
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写真５．標本紙に使われていた道内の地方紙
A　大正 14 年（1925 年）12 月 22 日　釧路新聞
B　大正 14 年（1925 年）12 月 17 日　北海タイム

ス
C　大正 14 年（1925 年）6 月 27 日　小樽新聞
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